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Abstract

The magnetic shield cable hasmadeagreatprogressoflateurgedpartly

bytheremarkabledevelopmentwitnessedinrecentyearsintheremotecontroI

systempartlybytheadoptionofthealternatingcurrentsystemforthenational

rai1way networks.

The writersset forthin this article the outcome oftheir11nyieldingstudies

whichhas made possible the distinctimprovement of the Hitachi,s magnetic

shieldcablealongwithitstheoryanddesign,aSSummarizedbelow:

(1)Thereis a considerable differencein magnetization characteristics

betweenanunused shield tape and used one whichis unwound from a

cable.TheannealingmethodalsoafFectsthemagnetizationcharacteristics

Of a shield tape.

(2)Theresultantshieldingfactorofamagneticshieldcablehavingadouble
or triple shieldlayeris calculable as the product of the factors of

each single-1ayered cable.

(3)Thecloseapproximationofshieldingfactorispossibleasthedifference
between actualand theoreticalvaluesis negligible.Two examples of

Shielding factor are shown below:

DMquaddedcablehaving adoubleshieldlayer

り-32% where7?is shielding factor

induced voltage……‥610V/km
ground resistance 1凸/km

ControIcable having a triple shieldlayer

り一16.5%
induced voltage……‥572V/km
ground resistance OQ/km

〔Ⅰ〕緒 盲

電力線より通信線への誘導障害は大別して静電誘導と

電磁誘導に分けることができる｡静 誘導の大きさは電

力線より通信線への距離,通信線の線問間隔などによつ

てきまるが,鉛被ケーブルの場合には鉛被が

るので心緒の静

電位にあ

電圧はほとんど問題にする必要が

ない｡これに反し電磁誘導 圧は送 線に並行した通信

ヨ撮または交流電化を行った鉄道に並行した通信線の場合
*

日立製作所日立電線工場

には相当大きな値になり問題となる｡特に最近のように

遠方監視制御方式が発達してくると,電磁誘導電圧をあ

る一定値以下に抑えることが必要になって る｡誘導障

害に関してはわが国ばかりでなく諸外国においてもかな

り以前から研究が行われており(1)～(6),磁性材料を用い

て電磁 蔽の目的を達Lた幸艮告もある(7)～(9)｡当工場で

は以前から電磁誘導を軽滅するために

ープルの

の一端として

行って来たのであ

蔽ケーブルの設計条件,

蔽層を持ったケ

が,こゝに成果

蔽理論およぴ

ケーブルに関する実測結果を報告し,参考に供した
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と考える｡

〔ⅠⅠ〕送配電線よりの電磁誘導

(り 送電線よりの電磁誘導

電磁秀導電圧の計算方法については内外において極々

の実験式が求められているが,広く用いられているのは

Carson-Pollaczekの式(10)である｡

大地を帰路とする電力線および通信綿の舶用ニインダク

タンスを〟(H/km)とし,電力線･に′(A)が流れ亘長

J(km)の回路にg(Ⅴ)なる電臨秀導電圧が発生したと

すると(1)式の関係が成立するっ

g=-み〟ガ……………………….(1)

ただし 山:27r′

′:電力線周波数

(1)式における相互インダクタンス〟は(2)式で求

められる｡

服=0.2loge
2

:･〟′, +0･1-ぷ

こゝに
γ:1･7811(ベッセル定数)

(mH/km)

･‥‥.(2)

β:大地の固有抵抗 (幻トCm)

∂:両線路の離隔距離(cm)

(1)(2)式を用いて電磁誘導電圧を計算するにほ大地

の固有抵抗を知る必要がある｡また(1)式は平行2綿問

の式であるので,電力綿と通信線の距離が長さプノ向に一

定でないときにほ等価的な離隔距離を貸出しなければな

らない｡

これに反し探尾氏ほ女際の計算に便利な式を発表して

いる(3)0この式は大地の固有抵抗がわからない畔二も用

いることができ,通信線と電力相の関係位置を第1図の

ように仮定すると電磁誘導電圧は(3)式で示される｡

β=即=ヱ=可∑1/2(∂1+∂2)■]100

J12

rTlT+∑,一三
(Ⅴ/A)

……(3)

(3)式は起誘導電流1Aゴーiりの計算術である｡電力線

と通信線が交叉する一一丁工で離隔距離が100m以下の場合:.更

の項の計算値をとる｡また∬ほ地質係数で今虻

での実測結果よりつぎのような一両ニヲ巨表されている｡

関東平野から西北狛二わたって

互=(0･25～0.5)×10~3

本州中部山岳地帯去り関西こわたって

互=(0.4-0.8)×10~3

一例として両線路問の等価離隔距離を10m,電力線

周波数を50′､,地質係数を0.5×10~3,また1緑地紹に

第1図

Fig..1.

電力線と通信線の相対位置

Relative Position of Power Line

and Communication Line

U
口

;
u

√iJ十

〃｢-Q新線

大地

第2国 三相配電線と通信線の相対位置

Fig.2.Relative Positionof3･PhaseDistri-

bution Line and Communication

Line

よる起誘導電流を 500A とすれば通信線に誘起される

g=0･5×10-3×50×孟×500=1･25(Ⅴノ′m)(4)
この場令∴∴まkm当り1,250Vの電圧が誘起される

ことになる｡

(2)配電線よりの電磁誘導

配電線よりの電磁誘導電圧は配電線の相数,通信綿の

種類なごによって異なるが,三相3綿式の場合を例にと

って考えてみる｡単相の場合,三相4綿式の場合も三相

3綿式の場合を基準として誘導することができる｡

いま計算の便宜上配電線と通信線の配置が第2図のよ

うになっているものとする｡

配電朋のjl三相道川および 相電流をそれぞれんムお

よびふ±すると通信線βに発生する誘ラ導電圧ββは(5)

ββ=-〟〔(吼β+〟㌫+唯β)ム

十…((2吼β一脇♪-吼♪トプノ~3(脇♪-‰車

+去((2吼β一穐カー吼月)+ん巧~(脆♪-脆か中〕
……(5)
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(5)式で吼β,〟β♪および脇βは大地を帰路とする

2平行導体問の相互インダクタンスであるからCarson･

Pollaczekの式り0)を用いればよいがそのま｣では計算

が厄介なのでこれを簡単にした(6)式(11)を用いると便

利である｡

吼b=200log
7×10壬

●ヽ′Jこ:･んィ!､:ヽ∴イ
(〃H/km)

‥‖‥(6)

た】ごし α:電力線と通信線の水平距離(m)

∂:電力線の地上高さ(m)

C:通信線の地上高さ(m)

げ:大地の導電率(〆び/cm)

(5)式において平衡負荷時(ム=ム=0),1繰接地(ム=

ム=ム),相聞短絡(ム=-ム,ふ=0),の条件を用いれば

それぞれの場合の誘導電圧の計算が■■可能である｡2綿接

地の場合i･ま ム≠ム≠ム≠0であるから(5)式によってそ

のまゝ計算する｡電力線通信線問の相互インダクタンス

〟Aか,〟β∂および〟cβはそれぞれほとんど相等しいと

考えてもよいので,平衡負荷時および相聞短絡の場合の

誘導電圧は僅かであり,1繰または2線接地

のみを考慮すれば十分である｡

〔1ⅠⅠ〕ケー ブルの遮蔽理

放の場

論

(り ケーブルの遮蔽係数

(1),(3)または(5)式によって無遮蔽ケ←ブルの誘

導電圧が計算される｡心練に誘起する電圧の計算値が制

限電圧を越した場 遮は

い
､八∩

ケ←プルを用いて電圧を下

げなければならない｡遮蔽ケーブルを使用した結果誘導

電圧Ⅴがぴに減少したとする土,遮蔽係数は(7)式で表

り=㌃×100(%)……………………(7)
したがってりが小さい程誘導電圧が小さく

良いことになろ｡また実際に

蔽効果が

政ケーブルを設訂する場

台の条件ほ無遭薇の場仁γの誘導電圧と

決せられる｡

(2)遮蔽係数の計算式

(A)1重複令遮蔽ケーブル

蔽係数によって

遮蔽係数を小さくするため,遮蔽ケーブルでほ誘導電

流を流すための導電僧(銅テープまたは鉛被等)とリア

クタンス分を大きくするための磁性体屑(鉄テープ,パ

ーマロイテ←プ等)の組合せを使用する｡遮赦係数が50

%以上でよい場亡γにほ導電層および磁性体層け1屑で十

分である｡こ｣で遮蔽屑の自己インピーダンスをZ2,心

細遮蔽層間の仙互インピーダンスを品3とすると(8)式

が成立する(11J｡

蔽 ケ 1657

㌍(1一書)×100(%)………………(8)
またる,易.}と遮蔽屑の抵抗忍0,接地抵抗Rゼ,鉄損

による損失抵抗r,内部リアクタンスズ｡,外部リアクタ

ンス右の問には(9)式の関係が成立するからりは(10)

式で示される｡

Z2=忍0+点｡+γ+ブズ壱+ブあ

ぁ3=r+ブ方言+ブ晶

)■

〃て-F､

点0+点｡

尺¢+r+ノズ官+ブ為

(10)式にて忍0は導電層と磁性体 の合成抵抗で計算

することが■l寸能であり,接地抵抗虎¢は設計に先立ち大

地の条件で仮定することができる｡また外部リアクタン

ス晶はCarson-Pollaczekの式(11)によって計算す

ることができる(10)｡

た0･2log¢γ【芸才+0･1一芸+0･05
ただし γ:1.7811(ベッセル定数)

γ:ケーブルの半径(cm)

(mH/km)

….‖(11)

p:大地の固有抵抗(良一Cm)

しかし,今までの実測結果によると外部リアクタンス

はケーブルの横道,地表上の高さおよび布設地の状態に

は無関係に大体一定値とすることができるとされてい

る(12)｡たとえばリアクタンスを大地を帰路とする回路の

インダクタンスで表わすと,1経と大地の場合2.44mH/

km,2経と大地の場合1.78mH/kmである｡

またrおよびズ電 ほ 成構を層 する 蔽テープの

性質,厚さ,周波数,石釧ヒカなごによってきまる量であ

り簡単に計算することほできないが,磁性材料の導磁率

が■l■;iく,しかもテープの厚さの伴い程 r,ズ｡の値は大

きくなり遮蔽に効果がある｡

(B)2重複合遮 ケーブル

複合遮破憎が2童になっている場合,たとえば銅

鉄のように遮蔽層がある場合には

の計算ほかなり厄介になる｡いま外部

蔽係数

蔽を(∋,内部

蔽を㊤,心緒を㊥で表わし,各層内および層問のインピ

ーダンスをそれぞれZll,Z22,易3,る2,Z23とすると全体

の遮蔽係数i･ま(12)式で示される｡

り=
(ろ1-る2)ろ3+(Z22-Z12)Z13

1)×100(%)
……(12)

ZllZ22-Z122

(12)式により各層問のインピ岬ダンスがわかつていれ

ばりの計算が可能なわけであるが,実際の場合に計算式

をそのま｣適用することほ国雄である｡しかし内部およ

び外了71題薇層単独の遮蔽係数り1およびり2がわかつてい
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る場合には全体の

た誤差を生じない｡

敢係数りを(13)式で求めても大し

り=ワ1×り2=……………………‖‥(13)

たゞし(13)式の 机,り2は 一誘導電圧のときの値で

ない点に注意しなければならない｡送配

り外部

線の事故によ

薇層に電圧gが誘起したと仮定する｡外部遮薇

層の電圧Eにおける遮蔽係数をり1とすれば内部

の誘導電圧はワ1×gとなる｡したがって内部 蔽層の遮

蔽係数り2は誘導電圧り1gに対する値を用いなければな

らない｡このように机,ワ2を選定すれば(13)式でりの

計算が可能であり,後述するように計算値は実測値とか

なりよく一致する｡

(C)3重複合遮蔽ケ←プル

通常遮蔽ケ←プルとしては2重までのものが主に使用

されるが,特に誘

れる場合には3重
■b=.■l

追込..■:.

電圧の高いところで竜

蔽ケーブルが使用される｡

を要求さ

この場合

は2重の場合と同様各層の遮蔽係数の積とし

て求められる｡

〔ⅠⅤ〕鉄テープの磁化曲線

以上述べたように 蔽ケーブルの遮蔽係数は導電層と

磁性体層の性質で左右される｡導電屑の性 は使用材料

の種類と厚みなどによってきまるので問題ないが,磁性

体の性質すなわち導磁率は磁化力によって変化しまた磁

性体に加えた外力ニよっても変るので一概にきめ稚-.､｡

そこで遮蔽ケ←プルに使用される鉄テープの磁化曲線が

焼鈍,巻替などの条件でどの程度変化するか測定した｡

(り 焼鈍条件と磁化曲線

通常鉄テ←プの焼鈍方法としては磁気

的特性を失わせないで焼鈍する方法と普

通の焼鈍方法の2~ん法がある∴第3図は

パーマロイテープの磁気焼鈍によるもの

と普通焼鈍によるものゝ磁化曲線の一例

である｡回による

化曲線にかなりの

力0.4ェルスチッ

焼鈍方 によって磁

じており,磁化

ド以~Fでほ磁気焼鈍の

方が1.5倍～2.5倍程度位束密度が大きく

なっている｡貰3図はパーマロイテ←フ

について測定した一例であるが他のテー

プについても同様な結果をえているっ し

たがって 蔽テープとしてほすべて損気

焼鈍のものを使用している｡

(2)巻替による磁化曲線の変化

蔽層に使用する鉄テープは強磁性体

なので,巻替,加圧なご外力を力r】えると

βノ

第4図

Fig.4.
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第3園 焼鈍方法による磁化曲線の変化

(0･1mm厚,パーマロイテープ)

Fig-3･Effect of Annealing Method on

Magnetization Curve

(0･1mm thick,Permalloy Tape)

その磁性が変化する可能性がある｡そこで購入直後測定

した鉄テ←プの磁化曲線と一度ケーブルに巻付けたテー

プを潜もごして測定した磁化曲線の比較を行い,巻替･に

よるⅢ生の変化を測定した｡測定結果を貰4図および第

5図に示す｡第4図は購入直後測定した蔽化曲線であり,

貰5図ほこのテープを直径約20mm¢のケーブルに巻

､､ J 〝

域 化 ∩ 〟｢･工ルステ･リド)

巻付前に測定した鉄テープ磁化曲線

Magnetization Curve ofIron Tape

Measured before Winding

､､●
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第5図

巻かえによる鉄テ【プ磁束密度低

下率(試料寸法の単位はmm)

用♂
Fig.5.

Decrement of Magnetic Flux

Density ofIron
Tape due to

Unwinding(SampleDimension

/

l芯 化 乃

β

(工ルステ･リド)

第6図

Fig.6.

1.3mmx14対A型重信遮蔽ケーブル

1.3mmx14PairTypeA Magnetic

Shield DM Cable

付けた後再びテープを巷もごして磁化曲組を測定し,巻

付前に対する磁束密度低下率を計算したものである0な

お調査した鉄テープの柾軌まパーマロイテープ3柾,純

鉄テープ1椛である∴第5図によると巻付けによる有主立東

宮度の変化は弱磁界においてプくきく,牛キにパーマロイテ

ー70にその傾向が強いこ上がわかる｡第4囲ではパーマ

ロイテープの弼磁界におけか敵束密度が純鉄テープより

かなり大きくなっているが,巻付け後は磁束密度が低下

レく-マロイと純鉄の差ははとんごなくなっている∴第

5図の結果は鉄テナプを一度ケrプルに巻付けたものを

巻もごして測定した糸.り托によるものであり,厳密にほケ

ーブルに一巻かれているときの持性を養わしていることに

はならないが,鉄テープをケ【プルに封寸けることによ

り磁束密度が大幅に減少することはあきらかであるDそ

れゆえに遮蔽ケーブルを.i-矧するときにほ封､｣~けによ`る

磁性の変化を見込んで設.汁しなければならないし,作業

時には磁性の射ヒが少ないテープ巻の~ん法を検討する必

要がある｡

〔Ⅴ〕ケーブノじの遮蔽係数

(り 遮蔽ケーブルの襲例

当工場で製造した遮蔽ケーブルの一例を第`図～弟8

in mm)

第7図

Fig.7.

1,3mmx14対B型重信遮蔽ケ←ブル

1.3mmx14Pair TypeBMagnetic

Shield DM Cable

第8図1.2mmx13心ポリエチレン絶縁ビニル

シース電磁遮蔽付遠方_監視制御ケーブル

Fig.8･1,2mmx13Conductor Polyethylene

InsulatedP.V.C.SheathedMagnetic

Shield Remote ControICable

図に,その構造を貰1表～第3表(鉱員参照)に示すD

たゞし帯`図および帯7図は 重信遮 ケーブル(13)の例

であり,一前者は1重適職ケーブル,後者は2
蔽ケー

プルである.)また弟8図の3重遮蔽制御ケ←ブルは四国

′電力松尾‖慄電柵二納入したものであり,誘導電圧の高

いところですぐれた遮蔽持性を有している｡
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第1表1･3mmx14対A型重信遮蔽ケーブ′レの

構造

Tablel･Construction
ofl.3mmx14 Pair

TypeAMagneticShieldDM Cable

構 成 材 料

含浸黄麻テープ

パーマロイテープ

含浸黄麻テープ

撞

外径1き.5mln

厚さ1.7mm 外径約22mm

l枚厚さ1.Omm

厚さ0.1mm 幅30mml枚

1枚厚さ1.Omm

厚さ0.65mm 嘱25mml枚

厚さ1.2mm 外径34mm

第2表1･3mmx14対B型重信遮蔽ケーブルの

構造

Table2■ Construction ofl.3mmx14 Pair

Type B MagneticShieldDMCable

構 成 材料

集

鋼 テ ー

鉄 テ 一

紙 テ ー

鉛

紙 テ _

含

●

●ヽ

70

被

フ○

ジ ュ ー ト

鋼 帯

ジ ュ ー ト

梗

外径18.5mm

厚さ0･3mm ストリップ巻

純鉄,厚さ0.33mm 幅28Ⅱlm 2枚

厚さ 0.13mm 2枚

厚さ1.71nm 外径26.5mm

厚さ 0.13mm 2枚

厚さ1.2mm

厚さ0.65皿m 幅25mm 2枚

厚さ1.2mIn 外径36mm

(2)遽蔽係数の測定方法

遮蔽係数は実際の布設状態で心緒に誘起する電圧を測定

して求めれば一番よいのであるが,接地抵抗などによつ

ても変化し,長尺ケーブルそのものゝ遮蔽係数を測定す

ることが困薙なので,つぎのようなカ法で測定する｡第

9図のように長さ5～10mのケーブルの遮 屑に電流を

流し遮蔽屑心緒問および遮蔽屑第3心細聞の電位差坑3,

n2を測定して遮蔽係数を算出する｡佑2,坑3を測定す

る場合真空管電圧計で測定したのでは誤#が人きいの

で･同のように交流電位眉計で測定している｡l㌔,坑j

から遮蔽係数を求めるにはつぎの手順による｡すなわち

蔽層に流す電流を′とすると,Ⅵ2,坑3と虎口,r,ズ`

の問には(14)式の関係が成立する｡

n2=(忍0+γ+ブズ｡)′

γ2;=虎0′ ‥(14)

よってⅥ2･坑}の測定仙を掛ノ■〔分とリアクタンス分

に分ければ都･γ,ズすの各値を計算することができる｡

さらに晶,忍eを適!一に選別-れば(10)式によって遽政

係数を求めることができる｡

(3)遽蔽係数の測定結果

(A)1重遮蔽ケーブルの場合

第`図に示したA耶二†言ケーブルの構造吊普通の鋼帯

評 論 第37巻 第12号

第3 表1･2mmx13心ポリ.エチレン絶縁ビニ

ルシース電磁遮蔽付遠方監視制御ケ←

ブルの惜造

Table3.Construction
ofl.2mmx13Con_

ductor PolyethyleneInsulated P.

V･C.Sheathed Magnetic Shield

Remote ControICable

構 成 材 料

内 部

遮蔽層

鋼チーフ0

鉄チープ

鉄テー㌧ブ

紙 チ ー

プ

中 間 遮 蔽 層

紙 チ ー

フ｡

外 部 遮 蔽 層

綿 テ ー プ

ビ ニ ル シ ー ス

外径15.1mm

厚さ 0.2mm

厚さ 0.2mm

厚さ 0.2mm

厚さ 0.13mm

幅25mm

帽25mm

層25mm

内部遮蔽層に同じ

厚さ 0.13mm

内部遮蔽層に同じ

厚さ 0.3mm

厚さ3.Omm一外径27mm

へ′

ち

ll

第9因

Fig.9.

A.肱A:

且0:

7ナ1,7ナ2:

/J､､:

J●:

遮 蔽 係 数 測

Measuring Circuit

Factor

増 幅 器

プラクy管オシ

ロスコ_プ

器
抗
抗悲
恋

圧

準
洗

変
標
隕

γ:

.1J:
Al,A2:

51,58,53:

ケーブル:

定 回 路

Of Shielding

可 変 丑≡ 読

相互イyダクタンス

電 綻 計

切換スイ ッチ

5′､′10m

外装ケーブルにパーマロイテープが1枚加ったものであ

り, 蔽係数も普通の鋼帯外装ケーブルより若干良い程

度である｡

(B)2_慣遮薇ケーブルの場合

第7図に示したB埋重信ケーブルの遮蔽係数(接地抵

抗18/kmの場合)を第10図に示す｡岡には全体の

蔽係数のほかこ各層を→枚ずつ剥いだときの遮蔽係数測

定宗一一課も示した∴測定結果によると遽薇係数ほ誘導電圧

610V/kmに対し32.% となっており,このケーブルの

[l標である35%の伯以ドになっている｡一

方(13)ぺのノノ法によって計貸した遮蔽係数は誘導電圧

600V/km において 28%(ただし接地航抗0の場合)
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第11図 1.2mmx13心ポリエチレン絶縁ビニル

シース電磁遮蔽付遠方監視制御ケーブル

蔽係数

Fig.11.Shielding Factorofl.2mmx13Con･

ductor PolyethyleneInsulated P.V.

C.SheathedMagneticShieldRemote

ControICable

となっている｡接地紙抗1日/km を入れ｣ば計算値亡.丈

大きくなり,実測偵に近い伯になる上思われる｡しかし

ながら計算値の場ハには銅テープを巻いたものを考えて

いるのに対し,美際にほ錘ストリップがノ~円いられている

点を考える･と,計算術土宅捌偵三のl椰二数%の誤差があ

るのほ_止二むをえない｡また外層から逐次テープを別して

行くと遮蔽柑ヰ三:･エf生々悪くなり,遮離係数が巌小になる

御 β卿
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第10図

1.3InmX14対B型重信

遮蔽ケーブルの遮蔽係数

Fig.10.

ShieldingFactorofl.3

mmx14 Pair Type B

Magnetic Shield DM

Cable

誘導電圧の値は次備に小さい方に移動する傾向があるこ

とは岡からあきらかである｡

(C) ケーブルの場合

第8図に示した制御ケーブルの遮蔽係数測定結果(接

地抵抗0の場合)を弟11図に示す｡この場合ケーブルに

要求さj~tた遮蔽係数は600V/kmの誘導電圧に対し25

%という非常に厳密な値であったが,測定結果は572

V/kmで16.5%であり条件を十分満足している｡一方

(13)式の方法によって計算した遮蔽係数は誘導届丑600

V/kmで20%であり,実測値士かなりよく一致してい

る∴第l】図の結果ほ全く接地抵抗を考えていない場合の

測定結末であるが,接地抵抗が入るとそれ 遮十ノだ 数係

は大きくなる｡このケーブルほ全長8,500mに亘って布

設されたものであるが,巾間接地をすべて省略し両端で

1,2,3,4nの接地紙抗によって接地した場合を考えて

遮蔽係数を計算した上ころ第4表の結果をえた｡表によ

第 4 表 接地抵抗と遮蔽係数の関係

(電磁遮蔽制御ケーブル)

Table4.Relation between Shielding

FactorandGroundResistance

(Magnetic Shield ControI

Cable)

0

0.116

0.234

0.349

0.465

注 ケーブル条長8,500m

16.5

19.7

23.5

26.9

30.1

572

616

638

660

682
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り600V/kmの誘

日 立

電圧で25%の遮蔽係数をうるには

ケーブルの両端の接地抵抗を大体2凸 以下に抑えなけ

ればならないことになる｡貰▲表のように遮蔽係数は接

地抵抗によって影響を受け,特に さヽが数係蔽 なる

と影響が著しいから重遮蔽ケーブルの接地には十分注意

する必要がある｡

〔ⅤⅠ〕結 言

以上電磁遮蔽ケーブルの設計条件遮蔽理論および遮蔽

係数の測定結果について述べた｡結論を取まとめると大

体つぎのようになる｡

(1)ケ←ブルの遮蔽係数の決定に先立ち無遮蔽誘導

電圧を決める必要があるが,これには Carsonv

Pollaczekの式または深尾氏の式を用いると便利

である｡

(2)鉄テープの磁化曲線は焼鈍の方法,巻召作業な

ごでかなり変化する｡それゆえ遮蔽ケーブルを設

計する場合にはこの点を見込んで設計しなければ

ならないっ

(3)2重またl･ま3重遮蔽ケーブルの合成遮蔽係数は

各層単独の

(4)

蔽係数の積と考えることができる｡

このことは重信遮蔽ケーブルおよび制御ケーブル

の実測結果によって確められた｡

薇係数の実測結果の一例は2重遮蔽ケーブル

の場合32%(誘導電圧610V/km,接地抵抗1Q/

km),3垂遮蔽ケーブルの場合16.5%(誘導竃丑

!持許萌213065号

高

特 許 の

庄 筒 型 可

疾走する電車の火災が可熔遮断器の不完全遮断に端を

発することがあろのは知られるところてある｡ここて不

完全遮断というのは定格電流の2-3倍程度の過電流の

ときにおこることが多く,これに対処すべく二つの特性

異なるフューズを直列に結んだものや,またはいわゆる

親子フューズ式のものがしばLば登場したが問題の解決

となりえなかった｡それは性能の点もあるがこの棒のも

のは構造も取付も取扱いもすべて複雑となり,このため

に従来品にとって代るには取付具等一切の改造に大きな

困難を伴って結局実施不能に近い形であった｡不発明は

この点に鑑み充填消弧別の入れ替えだけてこの難問を解

決したもので現在電車悶には全面的に採哨されるにいた

ったものである｡それは消班別としてカオリナイト(Al2
0ヒ,･2SiO2･2H20)を主成分とすることを特長とし,実施

評 論 第37巻 12号

572V/km,接地抵抗OQ/km)となっており所

期の値がえられた｡

りに本研究に終始御熱心な御指 を賜った日立

所口立電線工場内藤部長,大机 久木,水上課長,

主任,測定および計算に御協力頂いた岩上,鈴木,

作

杉山

三浦

の諸氏さらに磁イヒ曲線の測定に御配慮頂いた口立研究所

杉浦主任に深く感謝する｡
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介

熔 遮 断 器

橋 健

に当ってはそれにもつとも近い芋勿質として蛙日精土ある

いは木節粘土を使桐するものであるっ耐火粘土として著
名なこれらの粘土は450～6008Cで脱水分解するものて

この際吸熱反応があるものである｡この吸熱反応をフュ

ーズ熔断の初期狐光の存在において生ぜしめるところに
本発明の新横軸が存し,これによってフューズがじりじ

り熔けて全体が火の柱と化すようなことを防いだもので

ある｡つまりはじめ-箇所に生じた瓢光をその発生の初

期にぉいて消滅せしめて大事にいたるのを未然に防ぐの

であって本発明によれば吸熱反応時の吸熱量を/J､電流

断の初期の電狐エネルギーよりも大となすことがきわめ

て容易てあるから実際の

めて良好てあるった｡

断試験の結果はいづれもきわ

(宮崎)




